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106 | 細部1

1　D邸　北側屋根 2　茅葺き屋根古民
3　D邸　南側屋根 4　杮葺き屋根古民

5　D邸茶室
6　蓑庵
7　D邸茶室　展開図
8　西翁院　澱看席

建築家はこの大きな矛盾に立ち向かわなければいけない。

この野性の面影に耳を傾けることが、

人とモノが自由に振る舞う建築へと繋がるのではないか。

・D氏の失踪理由

　D氏は思うままに建築を制御しようとした

　自分の意図とは異なる野性の面影を感じた

・建築家の抱えるパラドクス

　手なずけることの出来ない建築の自律性

　制御不能な野性の面影こそが、建築の本質的姿

結論

1　D邸　平面図
2　食寝型（1940年前半）　平面図
3　旧三沢家住宅　平面図
4　旧北村家住宅　平面図
5　吉島家住宅　平面図

6　北内郭　吉野ケ里　断面図
7　D邸　断面図
8　酒井主馬屋敷火ノ見櫓　断面図
9　石山寺多宝塔　断面図・立面図

1　D邸　立面図
3　D邸　全景

(2x23年4月1日)　第１688号　　　　　　　　　　　（1）構法計画新聞

12 | 中心型の建築1
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建
築
家
D
氏
︑行
方
不
明

失
踪
の
謎
明
ら
か
に
な
ら
ず

週
刊

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
山
奥

に
現
存
す
る
名
建
築
の
一
つ
︑

D

邸
が
再
発
見
さ
れ
た
︒こ
の

建
築
は
建
築
家D

氏
の
自
邸

だ
︒D

邸
は
昨
年
調
査
員
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
後
︑注
目

が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
建
築

で
あ
る
︒独
立
し
た
イ
ン
フ

ラ
を
完
備
し
て
お
り
︑地
域

の
廃
材
を
再
利
用
し
な
が
ら

伝
統
継
承
を
取
り
入
れ
た
セ

ル
フ
ビ
ル
ド
建
築
で
あ
る
︒

　

D

邸
の
評
価
が
高
い
点
は
︑

歴
史
的
遺
産
の
伝
承
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
点
だ
︒伝
統

保
存
活
動
引
き
続
き

T町廃村地域にて発見
近隣住民「話したことない」

専門家「歴史的価値の高い建築」

D
邸
再
発
見

D
氏
行
方
不
明

▲配置図

発見された当時のD邸の外観写真（南側正面）

発見された当時のD邸の外観写真（北側）

発見された当時のD邸の外観写真（南側）
発見された当時のD邸の内観写真（作業場）

発見された当時のD邸の写真（テラス）

勝手口から収納を覗く 南側書斎入口

東側作業場 書斎

　

再
び
注
目
を
浴
び
た
D
邸
だ

が
︑神
奈
川
県
庁
は
五
月
の
市

議
会
定
例
会
一
般
質
問
で
解
体

を
表
明
︒反
対
意
見
も
あ
る
が
︑

﹁
建
築
的
観
点
か
ら
建
て
替
え

が
望
ま
し
い
と
思
う
が
︑所
有

者
が
居
な
い
た
め
︑再
開
発
を

優
先
さ
せ
る
︒﹂と
答
弁
し
た
︒

　

こ
れ
に
対
し
専
門
家
は
︑保

存
を
す
る
べ
き
と
反
論
︒﹁
イ

ン
フ
ラ
完
全
完
備
だ
が
︑廃
材

を
利
用
し
て
一
人
で
つ
く
ら

れ
た
素
晴
ら
し
い
建
築
﹂と
評

価
し
︑後
世
へ
引
き
継
ぐ
べ
き

で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
︒継
続

的
に
保
存
活
動
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
で
︑今
後
の
展
開
が
注

目
さ
れ
る
︒　
　
　
　
　

(

W)

発見された名建築、D邸

　

場
所
は
T
駅
か
ら
徒
歩
三
十
分

の
人
里
離
れ
た
森
の
中
で
発
見
さ

れ
た
︒T
町
は
横
須
賀
市
東
北
部

の
村
で
あ
り
︑現
在
は
廃
村
地
域

と
な
っ
て
い
る
︒土
地
の
再
開
発

に
伴
う
住
民
の
立
ち
退
き
が
T
町

で
推
進
さ
れ
た
が
︑再
開
発
は
断

念
さ
れ
村
は
放
置
︒

　

敷
地
の
周
辺
で
は
︑西
側
に
軍

事
基
地
︑北
側
に
変
電
所
が
あ
る
︒

T
町
は
過
去
百
年
前
に
深
刻
な
人

口
減
少
・
過
疎
化
に
直
面
し
た
廃

墟
集
落
と
し
て
知
ら
れ
る
︒D
邸

は
廃
村
の
入
口
か
ら
徒
歩
二
十
分

の
場
所
に
あ
り
︑周
囲
に
は
長
ら

民家のような立ち振る舞い

今回発見された横須賀の廃屋は、日本の伝統家屋によく似た外観であっ

た。一見、非常に開放的な印象を受けるが中心部分に囲炉裏がありそれを

囲むように各諸室へ行くことができる循環可能な動線も見られ、必要な諸

室には適切な温熱管理がなされている。

また、非常に面白いのがこの建築は日々増改築を繰り返しおこなっていた

という点である。最初は必要最低限だったであろう空間から、放射状に少

しずつ空間を広げていってる。より良い空間にするため準備する作業ス

ペースや、生活に余裕ができて日々の暮らしを楽しみたいと作り始めた書

斎など建築からD氏の考えや生活などが読み取れるようなそんな作品だ。

建築史家に聞く
日本建築の伝統や地域性を重んじた建築

構
法
の
導
入
や
地
域
の
材
料
を

用
い
る
こ
と
で
︑歴
史
継
承
を

重
ん
じ
た
意
図
が
読
み
取
れ

る
︒過
去
の
様
々
な
人
間
が
積

み
上
げ
て
き
た
集
団
的
記
憶
を

再
構
築
し
た
と
言
え
る
︒

　

現
在
︑近
隣
住
民
へ
の
聞
き

込
み
を
行
っ
て
い
る
が
︑有
力

な
情
報
は
得
ら
れ
て
い
な
い
︒

最
後
に
確
認
さ
れ
た
の
は
同
市

内
の
住
宅
街
に
て
︑運
搬
の
様

子
を
見
た
と
い
う
情
報
が
あ

る
︒現
在
は
行
方
不
明
で
あ
り
︑

身
元
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
︒

く
住
民
が
い
た
形
跡
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
︒廃
材
入
手
の
点
で
D

氏
は
好
ん
で
こ
の
場
所
を
選
ん
だ

と
推
測
さ
れ
る
︒

　

土
地
再
開
発
の
確
認
調
査
に
訪

れ
た
調
査
員
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る

が
︑D
氏
が
い
る
気
配
が
無
く
︑什
器

や
電
化
製
品
な
ど
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
た
︒近
隣
住
民
は﹁
変
な
人
が

住
宅
を
作
っ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て

い
た
が
︑会
話
し
た
こ
と
は
な
い
︒﹂

と
発
言
し
て
い
る
︒ま
た
︑気
が
付
い

発
見
当
時
の
状
況

伝
統
継
承
へ
の
尊
重

全体◉建築

D氏のドローイング ～独創を目指すD氏の葛藤～

0490

一人で作ることを考慮して、竹

の構造体と小さな木の板を積

層することが考案された。

数々の詳細図のスケッチが記載されている。

この建物を全てひとりで制御しきるというＤ氏の意志が伺える

↑立面ドローイング

従来のプランの形式から逃れようとし

ていた様子が見れる。プロポーション

優位に作られていて、独自性が見出

されている。

↑平面スケッチ

鳥瞰ドローイング→

自然の中にD邸が

ぽつんとある。社会

から孤立しようとし

た様が伺える。

↓板の配色検討

↑断面詳細図
↑書斎屋根詳細図

↑ひとり製作のための検討 ↑足場の個数の検討

←構造体検討
↑書斎外壁検討

↑お手製カマド

←配線計画

↓水道計画

↓手書き建材地図

使われなくなった廃屋がどこにあるのか、なにが使えそうなのかの

写真とメモが残されている。

書斎の構造体のデザインは、

D氏が限られた材料と技術の

条件の下、構造的耐久力を考

慮したために考えられた。

伝統を否定し、鎧張りを縦

に張ることを試みたD氏。

縦に張ることで水が垂直に

流れやすくなり、板の耐久年

数を上げることに成功した。

構造体 外壁
屋根 細部

初期スタディスケッチ 平立断スタディスケッチ

オフグリッド
ひとりで生きていくためには、電力、水道などの生活インフ

ラも自分で賄う必要がある。D氏は廃材を組み合わせたり

転用することによって、都市のインフラに頼ることなく生活

をしていたようだ。

↑雨樋集熱器
↑貯水タンクと濾過装置

↓概念図

建 築家のパラドクス
～制御不能な野 性の面影～

8 9

2　金剛峯寺多宝塔　全景
4　石山寺多宝塔　全景

5　D邸　北側
7　D邸　内部

6　三徳山三佛寺投入堂　全景
8　新潟県南魚沼郡土樽

た
ら
D
氏
の
姿
を
見
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
詳
細
な
失
踪
期
間
は
不
明
で

あ
る
︒

　

D
邸
は
平
面
形
式
が
方
形
で

あ
り
︑大
き
く
二
層
に
分
け
ら
れ

る
七
つ
の
屋
根
を
有
し
て
い
る
︒

そ
の
立
ち
姿
は
社
寺
建
築
の
よ

う
な
風
貌
を
感
じ
さ
せ
る
︒

　

最
大
の
特
徴
で
あ
る
モ
ザ

イ
ク
調
の
屋
根
は
竹
に
よ
る

構
造
体
と
杮
葺
き
を
採
用
し

て
い
る
︒木
板
は
異
な
る
色
味

を
組
み
合
わ
せ
て
︑伝
統
を
重

ん
じ
な
が
ら
も
独
自
の
表
現

を
目
指
し
て
い
る
︒現
代
の
住

宅
で
は
見
ら
れ
な
い
伝
統
継

承
の
形
跡
が
多
く
見
ら
れ
る

稀
有
な
建
築
で
あ
る
︒


